
899

新興医学／精神雑誌 127巻 12号　　稲生論文　　再校　　2025年 11月 25日　　899頁

稲生：ライフスタイル精神医学の倫理

精神神経学雑誌　第127巻　第12号（2025） 899-900頁 学会誌への手紙

ライフスタイル精神医学の倫理
―アメリカ精神医学会年次総会への 
国際学会派遣報告―

稲生　宏泰

　このたび，日本精神神経学会（Japanese Society of Psy-

chiatry and Neurology：JSPN）の国際学会派遣事業の一環

として，アメリカ精神医学会（American Psychiatric Asso-

ciation：APA）の 2025年度年次総会において発表の機会

を賜ったため，ここに報告する．

　本年度の総会は，2025年 5月 17日から 21日までロサ

ンゼルスにて開催され，世界各国から参加した医療関係者

が集い，非常に活気に満ちた雰囲気であった．学会指定ホ

テル間を結ぶシャトルバスが 15分間隔で運行され，ポス

ターセッション会場の中心には軽食とコーヒーサーバーが

設置され，APA出版のブースでは『DSM‒5‒TR』がずら

りと陳列されるなど，最も影響力を有する精神医学系学会

の一端を体感する機会となった．数多くの発表のなかで

も，精神科倫理に関連するセッションが特に興味深く感じ

られた．例えば，意思決定能力に基づく手続き的正当性を

担保しようとするノルウェーの法改正が，逆説的に強制的

措置の増加を引き起こした事例3）や，カナダにおけるMed-

ical Assistance in Dyingの拡大に伴い，カナダの自殺ホッ

トライン1）において安楽死に関する言及が増加した事例な

ど，倫理的課題と社会制度との緊密な関係が浮き彫りにさ

れていた．

　そして APA‒JSPNジョイントセッションは，大会テー

マであるライフスタイル精神医学（Lifestyle Psychiatry：

LS‒Psy）に関する日米比較を主題として開催された．LS‒

Psyは，精神的健康を身体的・社会的文脈と切り離さず，

生活全体のなかで捉える視点として注目されつつあり，運

動・睡眠・栄養・社会的つながりといった要素がその中心

をなす．複数の精神疾患の予防・治療に有効であるとする

エビデンスから，欧州精神医学会などもLS‒Psyを「ステッ

プゼロ」として臨床ガイドラインに組み入れており，実装

が進む段階にある2）．本セッションにおいては，JSPNの秋

山剛先生がオーガナイザーを務められ，現 APA会長

Ramaswamy Viswanathan先生，次期APA会長Theresa M. 

Miskimen Rivera先生，JSPN理事長三村將先生による講

演が行われ，広範かつ最新の知見に基づく臨床的・文化的

な分析が提示された．

　この流れのなかで，著者は LS‒Psyの実装に伴う倫理的

課題を整理し，禅の価値観を参照しつつ，新たな価値モデ

ルの提示を試みた．この背景として，日本では身体と精神

の統合を通じた自己修養や気づきを重視する禅が，ライフ

スタイルの文化的基盤として再評価されており，日米を比

較すると，日本が集団的調和や関係性のなかで生活習慣の

改善を捉えるのに対し，米国では個人主導の変容や成果志

向が強調される傾向がある．これらをふまえ，メンタルヘ

ルス改善のためのライフスタイルという道具的価値4）を重

視するプラグマティックな LS‒Psy，患者自身の重視する

価値に基づく LS‒Psy，そしてライフスタイルそのものが

もつ価値を認識した LS‒Psyの三類型を提示した．特に後

者は相互支援による自己制御を通じて望ましいライフスタ

イルの涵養をめざすもので，ストレングスモデルとも整合

するアプローチである．この視点は，単なる疾患予防にと

どまらず，個人の徳や意味志向的生を支えるという，より

本質的な精神医学のあり方を志向している．これらの類型

に基づき，個人の動機づけに着目するミクロレベル，ピア

やグループによる介入を重視するメゾレベル，公衆衛生や

環境へのアプローチを志向するマクロレベルの介入枠組

が，倫理的かつ効果的な実装の鍵となることを論じた．

セッション後には複数の参加者から日頃の臨床で抱いてい

索引用語 価値，精神科倫理，文化精神医学，国際学会

著者所属：東京都立松沢病院/東京大学大学院医学系研究科医療倫理学分野
E mail：i-no@umin.ac.jp

受　付　日：2025年 5月 24日
受　理　日：2025年 7月 23日
doi：10.57369/pnj.25-140



900

新興医学／精神雑誌 127巻 12号　　稲生論文　　再校　　2025年 11月 25日　　900頁

精神経誌（2025）第 127巻　第 12号

た行動医学的介入への違和感が言語化され，倫理的課題と

して認識できたとの謝意をいただき，日米の文化圏に共通

する課題を析出できたと実感した．

　このように，本派遣を通じて，精神医学が異なる文化・

臨床領域において，どのように社会とかかわり，倫理的制

度構築に寄与し得るかについて，多くを学ぶことができ

た．ライフスタイル精神医学の知見も今後，日本の精神科

医療に応用されていくことが期待されるが，その際には文

化圏固有の資源と倫理的課題に配慮した慎重な実装が求め

られる．その意味で，ジョイントセッションのように，多

国間の協働を通じて検討を行う場はきわめて貴重である．

本発表を通じて，国際的連携による精神医学の発展という

理念の重要性を体験することができた点は何より大きな成

果であった．

　最後に，このような貴重な機会を賜ったことに対し，秋

山剛先生，三村將先生をはじめ，国際委員会ならびに関係

各位に心より深謝申し上げる．

　なお，本論文に関連して開示すべき利益相反はない．
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